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質問とは：議員が行財政全般にわたって、

                 執行機関（町長など）に対し、

          　  説明を求めまたは所信をただ

　　　　   すこと。一般質問と緊急質問

　　　　　などで議員の固有の権能で質

　　　　　問権といわれています。議員

　　　　　が自分の考えや意見を述べる

　　　　　ことが出来ます。

質疑とは：議題となった事案に対して疑

                  義をただすことで、事案の提

                   出者に対してなされるのが原

                   則です。議員提出議案につい

                   ても、執行上の問題などを執

                   行機関にただすことができま

                   す。質疑では自分の意見を述

                   べることができないことにな

                   っています（会議規則）。議

                   案審議のルールでは自分の意

                   見は討論で行うという仕組み 

                   になっているからです。

　
　

台
風
の
時
な
ど
大
切
な
情
報
が

　
　
　
　
　
　
　

聞
こ
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
朗
報
で
す
。

　

７
月
24
日
臨
時
議
会
で
、
市
町
村
の
防
災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
国
の
制
度
を
使
っ
て
の
現
在
の
シ
ス
テ
ム

を
最
新
の
も
の
に
す
る
事
業
の
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
、

今
回
の
事
業
計
画
に
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
耳
が
不
自

由
な
人
が
い
る
世
帯
に
は
個

別
に
受
信
端
末
を
つ
な
ぎ
、

文
字
や
画
像
デ
ー
タ
を
送
信

で
き
る
こ
と
も
将
来
的
に

は
、
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
緊
急
地
震
速
報

や
全
国
瞬
時
緊
急
速
報
を
活

用
で
き
る
機
能
を
備
え
る
こ

と
も
で
き
、
円
滑
な
災
害
対

　

総
務
省
は
、
防
災

の
観
点
か
ら
、
旧
来

の
ア
ナ
ロ
グ
形
式
の

も
の
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
で
活
用
範

囲
を
高
め
か
つ
高
度

な
活
用
が
で
き
る
よ

う
に
市
町
村
デ
ジ
タ

ル
同
報
通
信
シ
ス
テ

ム
を
制
度
化
し
ま
し

た
。

　

国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
、
現
在
の

ア
ナ
ロ
グ
の
地
域
防

災
無
線
を
デ
ジ
タ
ル

に
移
行
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
に
な
れ

ば
、
通
信
回
線
数
の
大
幅
な

増
強
や
様
々
な
機
能
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
。

　

双
方
向
通
信
、
文
字
や
画

像
に
よ
る
情
報
提
供
も
で
き

無線の受信機サンプル写真（機種はまだ決まっていません。）

策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
、
台
風
の
時
な

ど
雨
戸
を
閉
め
て
し
ま
う
と

肝
心
な
と
き
に
防
災
無
線
が

聞
こ
え
な
く
な
る
家
庭
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
で
も
高
齢
者

の
方
か
ら
は
防
災
無
線
が
聞

こ
え
に
く
い
と
の
声
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

 

今
回
の
事
業
に
よ
り
、
各

家
庭
に
一
台
ず
つ
防
災
無
線

の
受
信
機
を
無
料
で
配
布
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

防
災
無
線
の
放
送
内
容
を
室

内
で
聞
く
こ
と
が
出
来
、
ま

た
、
録
音
装
置
も
あ
り
ま
す

の
で
聞
き
そ
び
れ
た
人
は
後

で
自
由
に
聞
き
な
お
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
大
分
改
善
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

【
答
】　

複
数
必
要
な
場
合

は
、
有
料
と
す
る
予
定
で
す

が
、
金
額
な
ど
は
ま
だ
決
め

て
い
ま
せ
ん
。

【
答
】　

来
年
に
な
る
と
思
い

ま
す
。　

     歳入の主な補正項目とその金額

　     国庫支出金　1億 7,781 万 7,000 円

　     県支出金　　　　   500 万円

　     繰　入　金　　    9,018 万 3,000 円

      町　　　債           9,000 万円

     歳出の主な補正項目とその金額

　     総  務  費　　       5,100 万円

　     商  工  費　　       7,000 万円

　     土  木  費　　          218 万 3,000 円

         消  防  費        2 億円

　  教  育  費             4,000 万円 

  3 億 6,300 万円を追加し、

  予算総額を 28億 460 万円としました。



小値賀町議会だより第 69号（４）

９
月
15
日
よ
り
18
日
ま
で
の
４
日
間
平
成
21
年
第
３
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
案
の
主
な
も
の
は
平
成
20
年
度
の
決
算
認
定
と
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
傍
聴
者
12
名
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
執
行
部
の
不
手
際
も
あ
り
不
認
定
と
い
た
し
ま
し
た
。

他
の
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主な議案

平成２０年度の各会計決算の認定

国民健康保険条例の一部改正

小値賀町過疎地域自立促進計画変更

平成２１年度一般会計補正予算

平成２１年度特別会計補正予算

教育委員会委員の任命の同意

固定資産評価審査委員選任の同意

担い手公社の経営状況の報告

小値賀交通株式会社の経営状況の報告

平成２１年小値賀町健全化判断比率及び資金不

足比率の報告

一般質問

小辻隆治郎議員、土川重佳議員の２人が登壇

質問事項

政権交代による町政への影響について

郡中体連の存続について

小中校校舎建設について
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平
成
20
年
度
決
算
審
議
中

に
、
予
算
現
額
の
総
額
と
関

連
箇
所
、
数
十
箇
所
に
数
値

の
間
違
い
が
あ
る
こ
と
が
判

り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
町
長
か
ら
訂
正

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た

が
、
議
会
は
こ
れ
を
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

予
算
現
額
に
誤
り
が
生
じ

た
の
は
、
本
年
６
月
議
会
で

承
認
し
た
専
決
処
分
の
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

に
お
け
る
減
額
部
分
が
決
算

書
に
算
入
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
で
し
た
。

　

そ
の
場
で
訂
正
を
安
易
に

認
め
る
こ
と
は
、
す
で
に
こ

の
決
算
書
に
て
審
査
を
終
え

ら
れ
た
監
査
委
員
に
も
関

わ
っ
て
き
ま
す
。
訂
正
前
の

数
値
に
て
「
決
算
審
査
意
見

書
」
が
町
長
に
提
出
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
で
の
決
算
認

定
の
折
り
も
、
こ
の
意
見
書

が
併
せ
て
提
出
さ
れ
ま
す

が
、
大
幅
な
訂
正
の
場
合
、

意
見
書
の
中
の
数
値
に
も
変

更
が
あ
り
得
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
議
会
は
、
ま
ず

は
監
査
委
員
に
訂
正
を
申
し

出
る
べ
き
と
し
て
こ
れ
を
認

め
ず
、
更
に
執
行
部
の
今
後

の
事
務
執
行
に
対
す
る
慎
重

な
姿
勢
を
促
す
た
め
に
も
、

平
成
20
年
度
決
算
を
「
不
認

定
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
訂
正
箇
所
は
あ

く
ま
で
も
予
算
の
部
分
の
数

値
で
あ
り
、
決
算
の
額
に
間

違
い
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
不

正
支
出
も
、
不
法
支
出
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

決
算
認
定
は
す
で
に
執
行

済
み
の
も
の
に
対
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
議
会
が
不
認

定
と
し
て
も
決
算
の
効
力
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
決
算
認
定
に
つ
い

て
の
反
対
討
論
で
は
平
成
20

年
度
の
予
算
執
行
に
対
し
単

年
度
収
支
は
黒
字
で
あ
り
、

人
件
費
や
物
件
費
も
減
少
傾

向
に
あ
り
、
経
常
収
支
比
率

は
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る

も
の
の
確
実
に
こ
こ
数
年
下

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
評

価
で
き
る
と
し
な
が
ら
も
、

決
算
書
の
不
備
に
つ
い
て
は

容
認
し
が
た
く
不
認
定
と
す

べ
し
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
８
会
計
に
お
い

て
は
数
値
の
間
違
い
は
な

く
、
こ
れ
ら
は
可
と
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
全
て
の
会
計

を
一
つ
の
議
案
と
し
て
お
り

決
算
は
不
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

　　わが町の少子化対策に少しでも役に立つのでは？

　　　　

　今回の条例改正は、緊急経済対策のひとつで経過措置として実施されるもので
す。現在、出産一時金として 35 万円を支給していますが、平成 21 年 10 月１
日から平成 23 年３月 31 日までの間に出産した場合、現行の出産一時金 35 万
円を 39万円にするものです。
　ただし、病院等で出産したと認めるときは、39万円に３万円が加算されます
ので、小値賀の場合はほとんどが 42万円の支給になります。

【
【答】　国の方針によって示されたものなので、今後も何らかな形で手当されるも
　　　のと思われますが、現段階では不明です。
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150,123,074

38,716,124

185,695,123

1,715,980,000 471,174,621 241,704,000

63,386,000

544,408,751
19,8%

521,530,072
18,9%

481,778,541
17,5%

320,410,197
11,6%

237,375,895
8,6%

215,942,145
7,9%

210,562,213
7,7%

78,324,502
2,9%

65,445,647

53,085,779

23,000,000

一般会計歳入合計　28億 6,677 万 8,942 円

一般会計歳出合計 　27 億 5,186 万 3,742 円　

　

決
算
の
認
定（
一
般
会
計
）

に
つ
い
て
は
３
日
目（
17
日
）

に
審
議
し
ま
し
た
。

　

前
回
ま
で
は
特
別
委
員
会

で
審
議
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
本
会
議
で
行
い
ま
し

た
。

　

監
査
報
告
で
は
、「
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
健
全

な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
た

め
に
各
課
が
相
当
の
努
力
を

し
て
い
る
こ
と
は
十
分
認
め

ら
れ
る
が
、
経
常
収
支
比
率

及
び
公
債
費
比
率
は
ま
だ
高

い
水
準
に
あ
り
、
財
政
の
硬

直
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
る

状
況
に
あ
る
。
今
後
新
規
に

立
ち
上
げ
る
事
業
な
ど
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
事
業
効
果

な
ど
を
精
査
し
て
効
率
的
な

予
算
の
活
用
を
切
望
す
る
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
「
収
入
未
済
額

が
前
年
度
と
比
較
し
て
増
え

て
い
る
が
状
況
を
知
り
た

い
。」
と
の
質
疑
に
、「
滞
納

者
に
は
役
場
に
来
て
も
ら
い

分
納
な
ど
相
談
し
な
が
ら
徴

収
に
努
力
し
て
い
る
。」
と

の
答
弁
な
ど
、
収
入
確
保
に

努
力
が
十
分
に
な
さ
れ
た
の

か
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
応
答
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
、
支
出
は
適
正

に
な
さ
れ
て
い
る
か
、

補
助
金
や
各
事
業
は
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
の

か
な
ど
に
つ
い
て
熱
心

に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
内

容
は
上
記
の
グ
ラ
フ
に

ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
依
存
財
源

が
87
％
で
あ
り
自
主
財

源
の
割
合
が
極
端
に
小
さ
い

こ
と
、
歳
出
で
は
、
農
林
水

産
業
費
に
次
い
で
、
公
債
費

が
多
い
こ
と
な
ど
が
う
か
が

え
ま
す
が
、
着
実
に
公
債
費

は
減
少
し
て
お
り
、
義
務
的

経
費
も
減
少
し
節
約
の
姿
勢

が
見
え
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

決
算
書
の
不
備
は
残
念
で

す
が
、
執
行
機
関
の
努
力
の

姿
勢
は
評
価
で
き
る
も
の
で

し
た
。

　

４
日
目
（
18
日
）
は
、
特

別
会
計
８
会
計
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

    積立金現在高           ８億 3,713 万 4,000 円

        財政調整基金         5,861 万 1,000 円

        減債基金              1 億 3,329 万 5,000 円

        その他              6 億 4,522 万 8,000 円

    定額運用基金       　 2 億 1,199 万 1,000 円

    地方債現在高         32 億 5,470 万 9,000 円

    債務負担行為額 2 億 9,365 万 8,000 円
   

内　

訳
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　歳入総額　　5億 9,970 万 5,987 円

　（一般会計からの繰入金 2,567 万 3,000 円）

　歳出総額　　5億 3,707 万 2,293 円

　実質収支額　　　6,263 万 3,694 円の黒字

　歳入総額　  　7,194 万 1,698 円

　（一般会計からの繰入金 75万 8,000 円）

　歳出総額　  　7,063 万 8,111 円

　実質収支額　  　130 万 3,587 円の黒字

　歳入総額　　　8,772 万 1,742 円

　（一般会計からの繰入金 2,948 万 6,000 円）

　歳出総額　　　8,738 万 9,333 円

　実質収支額　　 　33 万 2,409 円の黒字

　歳入総額　　　7,042 万 5,012 円

　（一般会計からの繰入金 2,300 万円）

　歳出総額　　　6,493 万 6,027 円

　実質収支額　   　548 万 8,985 円の黒字

　歳入総額　　4億 4,289 万 6,453 円

　（一般会計からの繰入金 3,945 万円）

　歳出総額　　4億 2,009 万 2,623 円

　実質収支額　　　2,280 万 3,830 円の黒字

　歳入総額　　3億 9,569 万 523 円

　（一般会計からの繰入金 8,430 万円）

　歳出総額　　3億 9,161 万 923 円

　実質収支額　　　407 万 9,600 円の黒字

　歳入総額　　3億 4,715 万 4,346 円

　（一般会計からの繰入金 4,901 万 1,000 円）

　歳出総額　　3億 3,944 万 4,254 円

　実質収支額　　　　　  771 万 92 円の黒字

　歳入総額　    3,554 万 2,741 円

　（一般会計からの繰入金 1,749 万 2,000 円）

　歳出総額　    3,533 万 372 円

　実質収支額     　21 万 2,369 円の黒字

答　

受
益
者
負
担
を
引
き
上

げ
増
額
し
て
も
、
経
済
不
況

が
続
い
て
い
る
現
状
で
は
徴

収
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
歳
出
の

削
減
に
努
め
た
い
。

答　

基
本
料
金
を
４
０
０
円

引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
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1,324 万 5,000 円を追加し、総額を５億 5,238 万 5,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

基金繰入金　　　　596 万円　　　　　　保険給付費 588 万円

繰越金　　　　　5,863 万 3,000 円　　　諸支出金 2,230 万 2,000 円

国民健康保険税　4,516 万円の減額

52万 4,000 円を追加し、総額を 352 万 4,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

国庫支出金 221 万円　　　　　　　　諸支出金 52万 4,000 円

繰越金 169 万 2,000 円の減額　　　　

答　

当
初
予
算
で
繰
越
金
を

過
少
に
み
て
い
た
た
め
。

今回の補正予算は、普通交付税の確定による補正、人事異動による人件費の補

正、百年計画学校建設基金積立金及び小値賀町有めす牛貸付事業基金積立金、

豪雨災害による農地及び農業用施設災害復旧事業の補正が主なものです。

                                                         

答　

長
崎
県
は
地
域
の
活
性

化
を
図
る
民
泊
施
設
を
増
進

す
る
た
め
民
泊
経
営
者
が
衛

生
施
設
（
便
所
・
洗
面
所
等
）

を
整
備
す
る
と
き
の
費
用
の

３
分
の
１
を
助
成
す
る
「
農

林
漁
業
体
験
民
宿
施
設
整
備

事
業
費
補
助
金
制
度
（
21
年

度
限
り
）」
を
創
設
し
ま
し

た
。
本
町
の
民
泊
経
営
者
の

施
設
の
整
備
を
対
象
と
し
て

補
助
金
の
交
付
を
行
う
も
の

で
す
。
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744 万 3,000 円を追加し、総額を 3億 5,973 万 9,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

繰越金 671 万円　　　　　　　　      諸支出金 740 万円

21万 1,000 円を追加し、総額を 3,909 万 8,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

繰越金 21万 1,000 円　　　　　　　諸支出金 10万円

20万円を追加し、総額を 1億 7,289 万 8,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

事業収入 20万円　　　　　　　　　施設整備費 105 万 5,000 円

381 万 5,000 円を減額し、総額を 8,998 万 9,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

繰入金 381 万 5,000 円の減額　　      総務費 381 万 1,000 円の減額

200 万円を追加し、総額を 6,265 万 5,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

繰入金 200 万円       　　　　　　      渡船事業費 286 万円 4,000 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1,280 万 3,000 円を追加し、総額を 4億 2,974 万 3,000 円に

歳入の主なもの　　　　　　　　　　歳出の主なもの　　

繰越金 1,280 万 3,000 円　　　　　  総務費 1,170 万 7,000 円

                                                             医業費　106 万 5,000 円

答　

３
軒
だ
が
、
内
１
軒
は

設
置
す
る
予
定
は
聞
い
て
い

な
い
。

答　

今
回
は
ポ
ン
プ
交
換
代

だ
が
、
以
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ

時
に
は
発
見
で
き
な
か
っ

た
。
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きたい

　

小
値
賀
の
場
合
は
大
き
な

公
共
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
し
て

い
る
の
で
、
影
響
は
少
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
考
え
ら
れ
る
具
体

的
な
公
共
事
業
は
、
校
舎
の

建
設
が
あ
り
ま
す
が
、
校
舎

の
改
築
に
つ
い
て
は
無
駄
な

公
共
事
業
に
は
当
た
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
収
入
が
増
え
ま

す
の
で
、
町
へ
の
経
済
効

果
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と

考
え
ま
す
。
本
町
の
懸
案

で
あ
る
少
子
化
対
策
に
な

れ
ば
と
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
基
に

計
算
す
る
と
夫
婦
と
子

供
２
人
の
家
庭
で
は
年
額

62
万
４
０
０
０
円
プ
ラ
ス
な

の
で
差
し
引
き
年
額
45
万
円

の
増
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
子
育
て
を
終
え
た
家
庭

に
対
し
て
は
年
額
７
万
円
ほ

ど
の
増
税
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

物
資
の
輸
送
コ
ス
ト
が
下

が
り
、
物
価
に
反
映
さ
れ
れ

ば
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
高
速
道
路
の
無
料
化
を

機
会
に
航
路
運
賃
の
低
額
化

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

公
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　　ここが聞き

　

平
成
22
年
度
の
中
体
連
に

つ
い
て
は
、
９
月
の
下
旬
に

長
崎
県
中
学
校
体
育
連
盟
総

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
決

定
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お

り
、
小
値
賀
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
良
い
結
果
が
得
ら
れ

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら

長
崎
県
中
体
連
に
お
け
る
市

町
の
枠
組
み
の
見
直
し
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

競
技
会
の
出
場
機
会
が
無

く
な
ら
な
い
よ
う
佐
々
町
と

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
子
供

た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
行
動

し
て
い
き
ま
す
。

　　
　

長

　

凍
結
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
民
主
党

の
主
張
か
ら
す
れ
ば
生
活
に

密
着
し
た
も
の
は
扱
わ
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
新
政
権
発
足
後
で

な
い
と
方
向
性
は
見
え
な
い

状
況
で
す
。

　

一
括
交
付
金
制
度
に
な
れ

ば
、
町
の
実
情
に
あ
っ
た
事

業
実
施
が
可
能
に
な
り
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で

き
る
の
で
、
有
り
難
い
制
度

だ
と
考
え
ま
す
。

　

積
極
的
に
主
張
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中高の生徒による体育祭
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
は

１
７
７
名
で
、
１
１
２
名
の

方
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。
校
舎
の
耐
震
化
対
策
に

つ
い
て
は
８
７
、５
％
の
方
が
、

「
何
ら
か
の
耐
震
化
対
策
が

必
要
で
あ
る
」と
答
え
ら
れ
、

６
２
、５
％
が
「
小
中
学
校
の

合
同
校
舎
を
新
た
に
建
築
す

る
」と
答
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
保
護
者
が
小
中
合

同
校
舎
の
建
設
を
望
ん
で
お

り
、
早
期
に
校
舎
建
設
問
題

を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
建
設
は
、
お
よ
そ
半

世
紀
に
一
度
の
大
事
業
で
、

教
育
の
核
と
な
る
施
設
で
あ

り
、
災
害
時
に
於
い
て
は
町

民
に
と
っ
て
重
要
な
緊
急
避

難
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
校
舎
、
中
学
校
校

舎
は
そ
れ
ぞ
れ
４
３
年
、
４

５
年
を
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。　

　

耐
震
工
事
に
お
い
て
も
か

な
り
の
金
額
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
際
、
新
校

舎
の
建
設
を
進
め
た
い
と
考

　
　

え
て
お
り
、
校
舎
建
設
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
具
体

的
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
幾
度
と
な
く
校
舎
建

設
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま

し
た
。

　

小
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て

は
改
築
の
方
針
で
話
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
よ
り

良
い
校
舎
作
り
が
出
来
る
よ

う
町
民
の
皆
さ
ん
の
合
意
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
再
任
に
つ
い

て
議
会
は
同
意
致
し
ま
し
た
。
任
期
３
年
。

「微力ながら、
また３年間つ
とめさせて頂
きます。」

現在の小値賀小学校校舎

　

教
育
委
員
長
の
退
任
に
伴
う
任
命
と
任

期
満
了
に
よ
る
再
任
に
つ
い
て
、
次
の
方

が
任
命
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
同
意
致
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

「校舎問題な
ど大事なとき
です。頑張り
ます。」

「保護者の声
が反映できる
よう努めま
す。」
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新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

が
発
足
し
て
５
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
所
管
の
事
務
に
つ

い
て
の
調
査
及
び
課
題
な
ど

の
洗
い
出
し
を
行
い
、
主
要

な
テ
ー
マ
を
絞
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
関
連
、
二
つ
目
は
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
関
連
、
三

つ
目
は
、
行
政
改
革
、
四
つ

目
は
、
ゴ
ミ
問
題
な
ど
循
環

型
社
会
の
構
築
、五
つ
目
は
、

子
供
の
医
療
費
の
無
料
化
、

六
つ
目
は
、校
舎
建
設
関
連
、

七
つ
目
は
、世
界
遺
産
関
連
、

八
つ
目
は
、
看
護
師
不
足
の

問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
優
先

順
位
を
つ
け
な
が
ら
町
民
の

目
線
で
調
査
研
究
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
小
中
学
校
の
校
舎
建
設

の
問
題
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
報
告
を
受
け
そ
の
分

析
を
行
い
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
意
思
を
確
認
し
、
教
育

委
員
会
の
方
針
や
建
設
検
討

委
員
会
の
検
討
内
容
な
ど
を

把
握
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
及
び
町
長
も

耐
震
化
工
事
よ
り
も
校
舎
の

改
築
の
方
向
で
検
討
を
進
め

て
お
り
、
当
委
員
会
と
し
て

も
財
政
の
問
題
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
学
校
や
保
護
者

の
意
見
を
参
考
に
し
、
意
見

の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

看
護
師
不
足
の
問
題
は
、

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
す
。

　

事
務
長
の
報
告
で
は
、
こ

れ
以
上
の
看
護
師
不
足
が
生

じ
れ
ば
、
入
院
体
制
を
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
看
護
師
の
定
数

は
、
８
名
で
す
が
、
現
在
５

名
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

不
安
や
不
便
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
の
観
点

か
ら
、
何
と
し
て
も
看
護
師

の
確
保
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え

ら
れ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
、
議
会
と
し
て
も
国
や

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
な

ど
具
体
的
な
行
動
が
必
要
だ

と
の
認
識
を
一
に
し
、
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
収
集
し
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
問
題
山
積

の
中
、早
期
解
決
を
目
指
し
、

町
民
と
共
に
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。
ご
意
見
ご
要
望

な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
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大
き
く
日
本
の
政

治
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

長
年
政
権
の
座
に

い
た
自
民
党
が
第
一

党
の
座
を
民
主
党
に

明
け
渡
し
、
９
月
16
日
に
鳩

山
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
編
集
し
な

が
ら
、
耳
に
入
っ
て
く
る
の

は
次
々
と
慣
例
を
改
め
な
が

ら
政
治
主
導
の
体
制
作
り
や

硬
直
化
し
た
予
算
の
改
革
な

ど
を
伝
え
る
報
道
で
す
。

　

政
権
交
代
の
現
実
を
ま
ざ

ま
ざ
見
せ
つ
け
ら
れ
る
思
い

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
転
換

期
に
地
方
議
会
の
人
間
と
し

て
立
ち
会
え
る
こ
と
を
光
栄

に
思
う
と
共
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

地
域
主
権
を
標
榜
す
る
政

権
で
す
が
、
尚
一
層
我
々
地

方
議
会
の
重
要
性
が
増
し
て

く
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

情
報
公
開
の
大
切
さ
を
再

認
識
す
る
今
回
の
編
集
は
ま

た
格
別
な
も
の
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

立
石
隆
教

　

５
月
か
ら
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
た
産
業

建
設
常
任
委
員
会
は
、
ま
ず

問
題
意
識
を
共
有
す
る
た
め

執
行
機
関
の
職
員
の
出
席
を

求
め
、
所
管
の
現
状
及
び
事

業
の
進
捗
状
況
を
把
握
致
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
世
界
的
な

経
済
の
低
迷
と
燃
油
高
騰
に

よ
る
資
材
な
ど
の
値
上
が
り

の
た
め
に
著
し
く
経
営
の
悪

化
し
た
畜
産
業
に
関
し
て
、

農
家
の
代
表
を
招
聘
し
経
営

安
定
の
た
め
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
農
家
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
報
告
、
町
有
牛

貸
付
制
度
の
枠
の
拡
大
、
家

畜
市
場
の
宇
久
地
区
と
の
統

合
問
題
を
協
議
し
、
６
月
議

会
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

７
月
の
委
員
会
で
は
、

フ
ェ
リ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
船
賃
の
値
下
げ
を
目
的

と
し
て
、
新
船
の
建
造
が
出

来
な
い
か
な
ど
離
島
航
路
の

問
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

島
根
県
隠
岐
郡
の
四

町
村
で
構
成
す
る
隠
岐

広
域
連
合
が
フ
ェ
リ
ー

を
買
い
取
り
、
建
造
や
検

査
な
ど
の
経
費
を
抑
え

る
こ
と
に
よ
り
船
賃
を

値
下
げ
、
乗
客
を
確
保
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
例

を
参
考
に
協
議
し
ま
し

た
が
、
長
崎
県
も
五
島
航

路
に
新
船
建
造
の
た
め

の
助
成
金
を
交
付
す
る

こ
と
が
決
定
し
、
現
在
そ

の
推
移
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
に
小
値
賀
空

港
の
利
活
用
の
問
題
、
野

崎
自
然
学
塾
村
の
大
幅

な
改
修
、
小
型
熟
成
ト
マ
ト

の
共
同
選
果
の
問
題
、
小
値

賀
特
産
の
メ
ロ
ン
の
販
売
を

促
進
す
る
た
め
の
出
荷
箱
の

購
入
助
成
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
お
い
て

は
宇
久
地
区
に
計

画
さ
れ
て
い
る
風

力
発
電
用
風
車
50

基
設
置
に
つ
い

て
、
小
値
賀
へ
の

影
響
問
題
と
そ
の

対
処
に
つ
い
て
協

議
致
し
ま
し
た
。

　

風
車
を
50
基
設

置
し
総
発
電
10
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電

力
を
相
浦
変
電
所

へ
海
底
ケ
ー
ブ
ル

で
送
電
し
て
売

電
。
佐
世
保
市
の

５
万
５
０
０
０
世

帯
の
電
力
を
ま
か

な
う
計
画
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
様
々
な
問

題
が
浮
上
し
、
宇
久
地
区
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
85
％
の
人

が
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
問
題
点
は
低
音
波
障

害
、
バ
ー
ド
ク
ラ
ッ
シ
ュ
問

題
（
風
力
発
電
の
羽
根
に
鳥

が
激
突
死
す
る
と
い
う
も

の
）、
畜
産
や
漁
業
へ
の
影

響
な
ど
で
す
。

　

計
画
さ
れ
て
い
る
風
車

は
最
高
到
達
の
高
さ
が
約

１
２
６
ｍ
で
現
在
宇
久
本
飯

良
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

風
車
よ
り
大
き
く
、
小
値
賀

か
ら
見
え
る
景
観
も
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
委
員
会
と
し

て
さ
ら
に
調
査
研
究
し
、
町

の
発
展
及
び
活
性
化
の
為
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　

番岳から宇久の風車を見る


